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1 は  し が  き

当地域に普及すべき実用鶏としては三元雑種〔白レグ I

X(白 レグ]Xロ ード)〕 が適当と考えられ, この前提の

もとに昭和51年度より組合せ能力検定を始めた。自レグI

に相当するものとしてlt Z系を第 1候補と考えている。昭

和51年度は比較的良い能力をもつと思われる自レグ純系 (4

系統)に ついての性能調査と,Z系と相性のよい白レ′系
統の探索 (3組合せ ), ロードP系 と相性のよい白レグ系

統の探索 (4組合せ)を行った。

2 試 験 方 法

供試鶏は昭和51年 5月 19日 にふ化した。飼料・飲水は自

由摂取とし, 120日 今以降ウィンドウレス鶏舎 (14時間点

燈 )に 収容し, 500日 令まで検定を行った。組合せに用い

た系統の来歴と特徴は表 1の通りである。

組合せは表2の 1区～11区 の11通 りで,対照としてシェ

ーバーを用いた。 1区～ 4区はZ,■ ,■ ,18系について

純系としての特俊把握をねらいとし, 5区～ 7区はZと 相

性のよい自レグ系統の探索をねらいとし,8区～ 11区はP

表 2 組合せ能力検定成績

大卵,早熟

卵重やや小 ,

大卵

中卵,多産,

多産,大娠 ,

との相性において Zよ りよいものがあるかどうかをみるも

のである。

又,二元組合せの成績から,三元雑種の能力予測式 A
XB・ C― %((A× B)+(AxC))に より,三元組

合せの予測能力を求めた。

3 試験結果及び考察

500日 令までの検定成績は表 2の通りである。
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表 1 供用系統の来歴特徴

昭和49年
北海道立滝川畜試より導入

昭和49年
ガーメー・ハイスドルフネ
ルソンより作成
IIE和 47年
岡崎種畜牧場より導入

1召和49年
岐阜県種鶏場より導入

1召和38年
奥羽種畜牧場より導入
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1区～4区の純系についてその特徴をみると, 1区のZ

系は300日 令体重が 151的と極めて小躯であり,飼料要求

率も248と よい成績を示している。しかし,育成率 880¢ ,

生存率 748%と 強健性に劣るきらいがあり,近交の進んで

いることも考えられるが,な お検討を要する。 2区のE系

は産卵率は651%と 良好な成績を示したが,300日 令体重

が 203り と大きく,そ の関連から飼料要求率も275に止ま

っている。3区のA系は300日 令卵重は602夕 と大きいが,

産卵率は 524%と 低い成績であつた。4区の18系は特にき

わだった特徴もみられないが,全般に1贋当な成績を示して

おり,収益指数では 1,742と 優れていた。

5～ 7区のZと 相性のよい白レグ系統の探索の中では
'

区の2x18が 50%産卵到達日令156日令,産卵率 713%,

飼料要求率 235,収益指数 2,054と 優れた成績を示し,飼

料要求率は対照のシェーパーを上回った。

又,8区 ～11区 のPと の相性をみた組合せでは 8区のZ

XPが 良好な成績を示しており,産卵率はシエーバーと同

じ730%,1日 1羽当り生産卵量は4347,飼料要求率は
251,収益指数は 1,983と なつている。

これらの二元組合せの成績から予測した三元組合せの予

測能力を表 3に示 した。

この中ではZ X18・ Pが最も期待できる組合せと予想さ

れ,50%産卵到達日今は157日 令,産卵率は723%,飼料

要求率は 243と 予測された。

表 3 二元組合せから予測される三元組合せの能力
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6 要     約

当地域に普及すべき実用鶏としては三元雑種〔自レグ l

× (白 レグⅡXロ ード)〕 が適当と考えられ,こ の前提の

もとに1翼和51年度より組合せ能力検定を始めた。白レグ4

系統についてその特性を調べた結果,Z系は小躯, E系は

多産大躯,A系は大卵,18系は全般に難のない成績を示す
ことがわかった。

又,Z系と相性のよい自レグ系統の探索ではZX 18が ,
Pと相性のよい系統探索ではZXPが良好な成績を示しな
今回の二元組合せの成績より予測した三元組合せの中で

は,Z X 18 Pが 最も優れた成績を示すと予想された。


